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産婦人科領域 におけ るT-3262の 臨床的検討

藤 原 道 久 ・小 川 重 男

川崎医科大学産婦人科学教室*

新 しく開発 された ピ リドンカル ボ ン酸系経 口抗菌剤T-3262に つ いて臨床的検討 を行 い,次 の よ

うな結果を得た。

1)子 宮内感染7例,子 宮 付属器炎4例,骨 盤腹膜炎2例 お よび外性器感染症3例 の計16例 に

T-32621回150mgを1日3回,5～14日 間投与 し,著 効2例,有 効13例,無 効1例 であった。

2)T-3262投 与 によると思われる副作用 および臨床検査値 の異常 は認め られ なか った。
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T-3262は 富山化学工業(株)で 開発された新 しい ピ リ

ドソカルボソ酸系経 口抗菌剤で,1,8-ナ フチ リジソ環の

1,7位 にそれぞれ新規 な2,4-ジ フルオ ロフェ轟ル基 貯

よび3-ア ミノピロリジニル基を有 し て い る(Fig1)。

本剤はグラム陽性菌をは じめグラム陰性菌,嫌 気性菌 に

対して広範囲な抗菌スペ ク トラムを有 し,強 い抗菌力を

示す1)。

今回,本 剤について産婦人科領域 での臨床的検討を行

う機会を得たので,そ の成績につ いて報告す る。

1.対 象および方法

対象は昭和61年12月 か ら昭和62年11月 までの間に

当科を受診 した患者16名 で,年 齢 は18～50歳 にわた

っている。

対象疾患は子宮内膜炎5例,産 褥 子宮 内感染1例,感

染流産1例,卵 管炎2例,卵 管留膿腫2例,骨 盤腹膜炎

2例,パ ル トリン腺膿瘍1例,ス キ ーン管膿瘍1例,外

陰膿瘍1例 の計16例 である。

投与方法はT-32621回150mg,1日3回,5～14

日間食後経口投与 した。

臨床効果の判定は以下の基 準に したが った。

著効:主 要 自他覚症状が3日 以 内に著 しく改善 し,治

癒に至 った場合

有効:主 要自他覚症状が3日 以内 に 改善 の傾 向 を 示

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

し,そ の後治癒 に至 った場 合

無効:主 要 自他 覚症状 が3日 経過 して も改善 され ない

場合

なお,切 開な どの外科的療法を併用 して著効 であった

ものは著効 とせず,す べて有効 と した。

細菌学的検索は本学附属病院中央検査部微 生物 検査 室

で行 った。

11.成 績

産婦人科領域 におけ る感染症16例 にT―3262を 投与

した成績 をTable1に 示 した。

本剤投与16症 例におけ る臨床効果 は著効2例,有 効

13例,無 効1例 であ り,有 効 率は93.8%で あ った。

細菌学的には子宮腔内 より Neisseria gonorrhoeae

2株,外 性器膿瘍3症 例 よ り Staphylococcus aureus,

Eschepichia coli, Staphylacoccus epidermidis が検

出されたが,本 剤投与 によ り全株消失 した。

症 例10お よび11の 卵管 留膿腫は,Chlamy6iatra-

chomatis培 養お よびMicroTrakTM法 では陰 性であ

ったが,血 清抗体価は,症 例10でIgG>128,IgA>

32,IgM32で あ り,症 例11で はIgG>128,IgA16,

IgM<4で あ り,C〃achomatis感 染 と思われた。

本剤投与 に よる と思われ る 自他 覚的 な副作用は認め ら

れなか った。 また,本 剤投与前 後の臨床 検査値(血 液所

見,肝 機 能所 見,腎 機能所 見)をTable2に 示 したが,

本剤投与に よると思われ る異常は認め られなか った。

III.考iiL

T-3262は 富山化学工業(株)で 開発 された新 しい ピリ

ドンカル ボン酸系経 口抗菌剤 で,嫌 気性菌 を含む グラム

陽性菌,グ ラム陰性菌 に対 して広範 囲な抗菌 スペ ク トラ

ムを有 してお り,強 い抗菌力 を示す といわれ ている重)Q

今回の検討 では計16例 に本剤 を投与 し,15例 が有 効
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以上で,有 効率は93.8%で あ った。 また,検 出 された

4菌 種6株 のすべてが本剤投与に よ り消失 した。

症例10お よび11はC.trachomatis感 染 と考 え られ

たが,症 例10は 有効、症 例11は 無効 であ り,Ctrac-

homatis感 染症例の有効率は50%で あ った。副 島ら2)

は本剤のCtrachomatisに 対す るMICは0.05～0.10

μg/mlと 報告 してお り,本 剤はC.trachomatis感 染に

対しても有用 と考 えられ るが,卵 管留膿腫は,抗 菌 剤の

移行濃度が比較的 に低い病態 であ るので,有 効率が50%

になったと思われ る。

以上産婦人科領域におけ るT-3262の 臨床的検討 の成

績を報告 したが,産 婦人科領域の感染症 においても グラ

ム陰性桿菌や嫌気性菌の分離頻度が高 くなって お り3),

またSTDの 原因 と してC.trachomatisも 最近 注 目さ

れ,こ れ らに抗菌 力を有する薬剤が望 まれ る。本剤 の広

範 囲な抗菌 スペ ク トラムか らすれ ば,産 婦人科領域 での

本剤 の有用性 は高 いもの と思われ る。
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T-3262 IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

MICHIHISA FUJIWARA and SHIGEO OGAWA

Department of Obstetrics and Gynecology, Kawasaki Medical School
577 Matsushima, Kurashiki-shi 701-01, Japan

T-3262, a new synthetic antibacterial agent which is a pyridone-carboxylic acid derivative, was
studied clinically in the field of obstetrics and gynecology, and the following results were obtained .

1) T-3262 was administered orally at a dose of 150 mg three times a day for 5-14 days to a total
f 16 patients, comprising 7 with intrauterine infection, 4 with adnexitis, 2 with pelvic peritonitis

and 3 with abscess of the external genitalia. Clinical response was excellent in 2, good in 13 and
poor in 1 case.

2) Neither side effects nor abnormal laboratory findings attributable to T-3262 were observed .


